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１．委員の指摘及び提言概要 

全体として計画通りに進捗していると判断される。新たな科学的知見の発表や国際共同研究など

の活動も活発であり高く評価され、IPCC インベントリー専門会合や UNEP 等の気候変動影響に関連

する科学委員会にインプットされることが見込まれる。望むとすれば、CO2などGHGsと SLCFsのそ

れぞれの気候変動影響への寄与の相違を対立軸的に分かりやすく提示すれば、テーマ２及びテーマ

３におけるSLCFs削減の重要性をもっと明確に示すことができたようにも思われた。今後、３テー

マ間の連携をより密に進め、プロジェクト終了時には、科学的な裏付けをもった政策提言に繋がる

ような成果を挙げられることを期待する。 

 

２．採点結果 
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